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1 は し が き

断熱資材として発泡スチロール,グラスウールなどがあ

るが,こ れらは空気を利用した断熱構造であるのに対 し
,

今回使用した硬質発泡ウレタンは内部の独立した気泡の中

にフロンガスを押し込めた構造であるために,熱伝導率が

小さいという特性がある。更には,圧縮強度 ,防水性に優

れ,熱やせや溶剤にもり巳されないという特性を持っている。

また,大きな特徴として ,現場発泡処理が可能であること

から,こ れを既存の軽量鉄骨蚕舎に利用し,その保温能力

及び壮蚕飼育などへの影響について,発泡処理を行わない

蚕舎と比較検討 したので,そ の結果を報告する。

2試 験 方 法

調査項目としては,時期的な保温能力調査を昭和58年 4

月上旬,7月 末,9月 L旬の 3回行い,更に暖房時の保温

能力調査を 5月 下旬に実施 した。また,飼育試験は初秋蚕

期と晩秋蚕期の 2蚕期実施し,蚕品種は錦秋 X鐘和の交雑

種で,初秋蚕期は 7月 19日 ,晩秋蚕期は 8月 25日 掃立のも

ので,5齢起蚕から供試した。

飼育は双方の部屋に5,000頭 ずつ収容 し,条桑育による

1日 2回給桑とした。なお,両蚕期とも無補温とし,蚕室

入回の開放は朝と晩の 2回 とした。また,後中管理も同一

室内で行った。

3結 果 と 考 察

(1)ウ レタン断熱材の保温能力調査

1)春 期 (表 1)

表 1 ウレタン断熱材の保温能力調査① :春期

温度の最低値を見ると,ウ レタン室の方が低温時の保温

能力が高く,更に,cv値 もウンタン室の方がいずれの測

定点の場合 も10%程度小さい結果となった。また ,外温と

比較しても,低温域での保温効果が認められた。

"夏
期 (表 2)

春期と同様にウレタン室の方がov値が 3～ 7%ほ ど小

さく,特に高温域での防暑効果が認められた。しかし,双
方とも外温よりも平均気温が上まわっていることから,絶
対的な防暑効果は得られなかった。

表2 ウンタン断熱材の保温能力調査② :夏期

膠 詢０ 『Ю 螂Ю
ウ断

レ熱

夕材

ン室

天 丼 直 下 352 13 4

奮省[fl量

33 9 121

26 2 113

87

卜
面

一刻
表

コ
床 27 4 25 2 23 5

平  均  値 32 0 23 0

対
　
照
　
室

天 丼 直 下 42 1 275

奮省 150
219

33 , 22 4

卜
面一刻

表
ンコ

床 75

平  均 値 35 9 26 6 22 5

外  気

断

レ タ ン
熱 材 室

+25 +07 +12

対  照  室 +64 +12 +07
(蚕室密閉)

8)秋 期

双方の室内に大型循環扇を入れ,気流発生下で実施した

ので,高さによる温度較差をはぼ解消している。そして ,

他の時期の調査と同様,cv値が対照室よりも3～ 5%ほ
ど小さく,特に高温域での防暑効果が認められた。

0暖房時 (表 3)

性能の等しい家庭用暖房器を 3台ずつ双方の部屋に設置

し,室温の上昇を測定 した。これによると,平均値の比較

で,最高,最低,平均気温ともにウレタン室の方が高く,

保温効果に優れていることが認められた。また,外温と比
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較しても高い断熱性能が認められた。なお,室温を1℃上

げるために必要な熱量は,ウ レタン室が710kca1/h,対

照室が1,106kca1/hと なり,4割近 く保温効果が高 く,

経済的にも有利であることがわかった。

表 3 暖房時におけるウレタン断熱材の保温能力調査

υ)飼育試験結果 (表 4,5)

飼育,鎮中ともに防署あるいは保温効果の高いウレタン

室は,5齢期間の適性な保持が可能であり,それに伴い
,

表5 飼育成績及び繭質調査結果

蚕児の健康度合に若干の増加傾向がみられ,収繭量なども

加 した。

4 導入に際しての留意点

ウレタン断熱材の設置の際のコストは,今回の発泡処理

の場合は 1″当たり2,400円程度であり,ボ ー ド施工の場

合は4,600円 程度である。したがつて,現場への普及にお

ては,よ り効率的でかつ安価な発泡処理による断熱材導入

が適切であると考える。

表 4 飼育温度と族中温度
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注 使用暖房機 :最大発熱量 4,570 kca1/■ X3台 (1区 )
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